
お
台
場
で
遊
ぼ
う
！

の
ん
び
り
歩
こ
う
会

11
日
３
日（
祝
）に
第
43
回「
の
ん
び
り

歩
こ
う
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は

92
名
で
し
た
。今
回
は
お
台
場
ま
で
足
を

の
ば
し
、日
本
科
学
未
来
館
と
船
の
博
物

館
に
行
き
ま
し
た
。

ゆ
り
か
も
め
に
乗
る
と
、お
台
場
の
街

全
体
が
見
え
て
き
ま
す
。近
代
的
な
建
物

群
の
中
に
、オ
ア
シ
ス
と
も
言
え
る
広
大

な
緑
地
を
有
す
る
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。青
海
駅
で
下
車
し
、日
本
科
学
未
来

館
ま
で
30
分
ほ
ど
の
ん
び
り
と
歩
き
ま
し

た
。途
中
、超
大
な
ガ
ン
ダ
ム
に
遭
遇
し
、

子
ど
も
も
大
人
も
大
喜
び
で
し
た
。

日
本
科
学
未
来
館
で
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
自
由
に
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。未
来

科
学
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
展
示

と
実
験
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。宇
宙

に
輝
く
青
い
大
き
な
地
球
、ジ
オ
・
コ
ス
モ

ス
に
驚
き
、自
由
自
在
な
移
動
を
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
、ア
シ
モ
の
シ
ョ
ー
を
見
て
感
動
し

ま
し
た
。ま
た
、深
海
調
査
船「
し
ん
か
い

6
5
0
0
」の
模
型
に
乗
っ
て
潜
航
体
験
も

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
近
く
に
あ
る
船
の
科
学
館
を

訪
れ
、昭
和
30
年
代
に
６
回
に
及
ぶ
南
極

観
測
船
の
役
目
を
果
た
し
た「
宗
谷
」の
船

内
を
見
学
し
ま
し
た
。小
さ
な
船
室
に
小

さ
な
ベ
ッ
ド
が
あ
り
ま
し
た
。当
時
の
南
極

調
査
員
た
ち
が
船
内
や
基
地
で
の
生
活
の

困
難
を
超
え
て
、南
極
観
測
と
い
う
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

次
回
の「
の
ん
び
り
歩
こ
う
会
」も
大
勢

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

早
稲
田
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会

榎
町
地
区
町
会
連
合
会

榎
町
特
別
出
張
所

共
催

榎地区地域だより
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平
成
26
年
10
月
26
日
（
金
）
第
13
回
榎
町
地

域
セ
ン
タ
ー
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
、
最
後
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
ま
で
一
日
中
催
し
物
が
続
き
大
勢
の
観
客

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
ブ
ー
ス
も
年
々
工
夫
を
凝
ら
し
、
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
任
期
満

了
の
近
い
中
山
弘
子
区
長
が
お
見
え
に
な
り
、

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
で
の
最
後
の
ご
挨
拶
を
戴

き
ま
し
た
。

　

三
階
は
昔
の
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
病
院
、
手
作

り
コ
ー
ナ
ー
、
ご
み
分
別
エ
コ
ク
イ
ズ
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）
の
ブ
ー
ス

に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
階
は
お
茶
席
、
指
圧
（
日
赤
）
、
漱
石
山

房
に
は
夏
目
漱
石
の
展
示
、
漱
石
の
伝
記
の
紙

芝
居
（
電
子
紙
芝
居
）
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

区
の
危
機
管
理
課
（
地
震
の
時
の
家
具
転
倒
防

止
）
な
ど
、
地
区
協
議
会
の
パ
ネ
ル
展
示
、
え

の
き
文
芸
な
ど
。

　

一
階
は
野
菜
、
花
鉢
、
パ
ン
、
模
擬
店
。

　

Ｂ
一
階
は
、
包
丁
研
ぎ
、
子
供
工
作
コ
ー
ナ

ー
、
家
屋
の
、
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
青
少
年
育
成
委
員
会
パ
ネ
ル
展
示
，

休
息
所
。

　

ロ
ビ
ー
は
模
擬
店
、
焼
き
菓
子
販
売
と
い
ろ

い
ろ
な
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
一
日
中
楽
し
く
遊
べ

ま
す
。
ま
た
各
ブ
ー
ス
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

る
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
マ
イ
バ
ッ
ク
な
ど
の
景
品

が
も
ら
え
、
お
土
産
が
い
っ
ぱ
い
。

　

４
階
最
後
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
参
加
者
全
員

外
れ
な
し
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
も
ご
期
待
を
乞
う
。

榎町地域センターまつり第13回

　地区連合会会長挨拶 　鶴巻小学校生徒の太鼓演奏

漱石さん今日は和服

布リボンアクセサリー作り 手作り教室 パン屋さんと花屋さん

選挙管理委員会　区長選挙棄権防止を呼びかけ 日本赤十字奉仕団の展示



　

私
た
ち
の
住
む
町
を
き
れ
い
に
お
掃
除
し

ま
し
ょ
う
！

　

榎
町
地
区
全
域
で
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

ほ
う
き
や
ち
り
と
り
、
ゴ
ミ
袋
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

早稲田地区青少年育成委員会

●
日

時
…
２
月
15
日（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施

●
会

場
…
早
稲
田
小
学
校　

体
育
館（
低
学
年
）

校　

庭（
高
学
年
）

　

牛
込
仲
之
小
学
校
、江
戸
川
小
学
校
、鶴

巻
小
学
校
、早
稲
田
小
学
校
の
小
学
生
の

皆
さ
ん
、「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」の
試
合
に
出

場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。出
場
選
手
を
募
集

し
ま
す
。優
勝
を
め
ざ
し
、が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
家
族
、地
域
の
皆
さ
ん
、会
場
で
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
主

催
…
早
稲
田
地
区

青
少
年
育
成
委
員
会

●
協

力
…
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

榎
町
特
別
出
張
所

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

地
区
内
小
学
校
対
抗

地
区
内
小
学
校
対
抗

第22回●
出
場
申
込
み

＊
１
月
中
旬
に
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た

申
込
み
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

２
月
３
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

＊
右
記
の
４
小
学
校
以
外
の
学
校
に
通

い
、出
場
を
希
望
す
る
児
童
は
、学
校

名
、学
年
、氏
名
、住
所
、連
絡
先
、希

望
チ
ー
ム
を
記
載
の
上
、左
記
の

F
A
X
番
号
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Fax（
3
2
6
9
）3
0
9
0 

浦
野

榎
ク
リ
ー
ン
デ
ー

榎
ク
リ
ー
ン
デ
ー

わ
た
し
た
ち
の
町
を
き
れ
い
に
！

わ
た
し
た
ち
の
町
を
き
れ
い
に
！

も
ち
も
ち
の
会

も
ち
も
ち
の
会

昔
あ
そ
び

昔
あ
そ
び

●
日

時
…
３
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会

場
…
牛
込
第
二
中
学
校

　

牛
込
第
二
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
実
行
委

員
と
な
り
「
お
餅
つ
き
」
を
行
い
ま
す
。　

　

ま
た
凧
揚
げ
や
コ
マ
回
し
、
羽
つ
き
な
ど

の
「
昔
あ
そ
び
」
も
楽
し
め
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
友
だ
ち

を
誘
っ
て
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

●
協

力
…
牛
込
第
二
中
学
校

榎
町
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

●
日

時
…
３
月
１
日（
日
）

午
前
９
時
〜
10
時

●　
集
合
場
所
等
の
詳
細
は
、

　

各
町
会
の
掲
示
板
に
て

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
楽
し
み
人
形
劇

お
楽
し
み
人
形
劇

毎
日
を
元
気
に
安
全
に
過
ご
そ
う

毎
日
を
元
気
に
安
全
に
過
ご
そ
う

　

12
月
13
日（
土
）の
午
後
、榎
町
地
域
セ
ン

タ
ー
に
て「
安
全
教
室
」と「
人
形
劇
」を
開

催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
78
名
で
し
た
。

　

毎
日
を
元
気
に
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

牛
込
警
察
署
の
署
員
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち

に
交
通
安
全
や
防
犯
に
つ
い
て
の
お
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、お
楽
し
み
の
人
形
劇「
ヒ
ヨ
コ

の
お
さ
ん
ぽ
」と「
三
び
き
の
子
ぶ
た
」が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
歌
に
合
わ

せ
て
、手
拍
子
を
う
ち
な
が
ら
楽
し
く
見
て

い
ま
し
た
。終
了
後
は
、オ
オ
カ
ミ
と
子
ぶ

た
三
び
き
が
ご
あ
い
さ
つ
に
出
て
き
て
、子

ど
も
た
ち
と
握
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　



「早稲田小学校金管バンドは全国大会初出場で銀賞を受賞することができました。
これも地域の皆様のご支援のおかげです。

ご声援をいただきどうもありがとうございました。」

早
稲
田
小
学
校
金
管
全
国
大
会
で
銀
賞
受
賞

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
、

体
育
館
で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、お
話
講
習
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。そ
の
中
の
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。【
乗
る
前
の
チ
ェ
ッ

ク
】・「
ぶ
」ブ
レ
ー
キ
・「
た
」タ
イ
ヤ
・「
は
」ハ
ン
ド

ル
・「
し
ゃ
」シ
ャ
タ
イ 

・「
べ
る
」ベ
ル
を
ご
指
導
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
乗
る
前
の
チ
ェ
ッ
ク
、是
非
実
践
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。歩
行
者
、自
転
車
、車
等
、お
互
い
安
全

に
気
を
つ
け
て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、ご
家

庭
で
も
改
め
て
話
し
合
っ
て
み
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

9
月
30
日（
火
）、4
年
生
を
対
象
に
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
は
音
の
鳴
る
ボ
ー
ル
を
使
い
ア
イ
マ
ス

ク
の
選
手
や
コ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
ガ
イ
ド
役
が

い
る
サ
ッ
カ
ー
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で

す
。見
え
な
い
状
況
の
中
で
歩
く
の
も
怖
が
っ
て
い

た
子
供
達
も
だ
ん
だ
ん
相
手
の
事
を
思
い
や
っ
た

声
掛
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。乃
木
坂
ナ

イ
ツ
所
属
の
寺
西
選
手
は「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
思
い
や
る
こ
と
で
、目
が
不
自
由
な
だ
け
で
自

分
達
と
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。



綺麗に咲き誇るこの花を御存知でしょうか。この花は皇帝ダリアというメキシコ原産の花です。「皇帝」の名は、成長
すると草丈が3～4mになり、とても大きくなることから、名付けられたそうです。晩秋の青空にそびえ、大輪の花を咲か
す姿は圧巻です。一方、花の色は、写真のとおり優しい淡いピンク色をしており、その花言葉は「乙女の純潔」、「乙女
の真心」、「優雅」、「華麗」です。
晩秋の皆さまの楽しみの一つに漱石山房通りの皇帝ダリア鑑賞を加えてはいかがでしょうか。場所は、漱石山房通

り沿い早稲田公園近く、早稲田南町４５－６の桜井様宅です。例年11月中旬から下旬頃までが見ごろです。（取材協
力　早稲田南町４５－６　桜井様）

榎
町
地
区
町
会
連
合
会（
会
長
・

中
村
廣
子
）主
催
に
よ
る
、夏
目
漱

石
暗
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
管
内
の
小
学
校

（
江
戸
川
小
、早
稲
田
小
、鶴
巻
小

及
び
牛
込
仲
之
小
）の
5
年
生
と

6
年
生
を
対
象
と
し
、5
年
生
は

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」、6
年
生
は「
吾
輩

は
猫
で
あ
る
」の
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭
部

分
か
ら
約
8
0
0
文
字
の
文
章
を

暗
記
し
て
読
み
上
げ
、そ
の
正
確

性
や
聞
き
取
り
や
す
さ
な
ど
暗
唱

の
出
来
栄
え
を
競
う
も
の
で
す
。

ど
の
参
加
児
童
の
暗
唱
も
素
晴

ら
し
い
内
容
で
、大
変
高
い
レ
ベ
ル

で
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
表
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

皇
帝
ダ
リ
ア

夏
目
漱
石
暗
唱
コ
ン
ク
ー
ル

表彰式は10月26日（日）に地域センターで行われ、
最優秀賞者による模範暗唱が行われました。

5年生
最優秀賞 早稲田小 勝部　真衣
優秀賞 牛込仲之小 丸田　海音
〃 早稲田小 川島　柾之
奨励賞 江戸川小 岡田　月
〃 〃 依田　はるな
〃 早稲田小 中田　啓真
〃 〃 二戸　英資
〃 鶴巻小 岸　優夏
〃 〃 岡　颯唯
〃 牛込仲之小 中村　日菜世

６年生
最優秀賞 牛込仲之小 宇田川　れい
優秀賞 鶴巻小 近藤　賢人
〃 早稲田小 白鳥　百花
奨励賞 江戸川小 佐藤　亜胡
〃 〃 園畑　いぶき
〃 早稲田小 小木曽　夢有
〃 〃 山本　詩織
〃 〃 福田　芳紀
〃 〃 太田　希瑛
〃 〃 松本　千咲
〃 鶴巻小 伊藤　ゆい
〃 牛込仲之小 高　杏実



榎
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
最
近
の
活
動
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度　

第
２
回
区
高
連

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
26
年
10
月
9
日（
木
）戸
山
多
目
的
運
動

広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
宿
区
の
48
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

榎
地
区
か
ら
の
出
場
は
６
チ
ー
ム
で
、
成
績

は
14
位
の
早
稲
田
永
楽
会（
1
4
1
打
）が
最
高

で
し
た
。

他
の
参
加
ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
績
順
）

・
弁
天
町
和
老
ク
ラ
ブ
、・
薬
王
寺
第
一
長
寿

会
、・
柳
町
す
み
れ
会
、・
薬
王
寺
第
二
長
寿
会

・
原
一
あ
ゆ
み
会
、・
原
二
わ
ら
く
会
。
以
上

　
　

第
23
回　

区
高
連　

　
　

輪
投
げ
大
会

　

平
成
26
年
12
月
１
日（
月
）新
宿
コ
ズ
ミ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
宿

区
の
61
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

榎
地
区
か
ら
の
出
場
は
11
チ
ー
ム
で
、
山
吹

会
が
「
2
4
1
点
」
で
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

他
の
参
加
ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
績
順
）

・
西
鶴
ク
ラ
ブ
、・
早
南
ク
ラ
ブ
、・
榎
友
の
会

、　・
薬
王
寺
第
二
長
寿
会
、
早
稲
田
長
寿
会
、・

原
一
あ
ゆ
み
会
、・
弁
天
町
和
老
ク
ラ
ブ
、・
薬

王
寺
第
一
長
寿
会
、・
原
二
わ
ら
く
会
、・
柳
町

す
み
れ
会
。以
上

　
　

平
成
26
年
度 

区
高
連　

　
　

秋
季
高
齢
者
福
祉
大
会

　

平
成
26
年
11
月
13
日
（
木
）
新
宿
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
宿
区

の
70
組
の
ク
ラ
ブ
、
団
体
が
参
加
し
て
終
日
演

芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

榎
地
区
か
ら
は
次
の
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
演
順
）

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　

　
　
　
　

・
原
一
あ
ゆ
み
会
８
名
。

●
合
唱　

・
早
稲
田
長
寿
会
７
名
、・
早
稲
田

永
楽
会
12
名
・
原
二
わ
ら
く
会
9
名
、・
西
鶴

ク
ラ
ブ
7
名
、・
あ
か
ぎ
友
の
会
８
名
。
以
上

（
資
料
提
供
：
新
宿
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

「
老
人
ク
ラ
ブ
（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
）」

　
｛
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
｝
展
開
中

老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力

「
会
員
に
な
る
と
、
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期
の

生
活
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
）
が
実
現
で
き
ま
す
」

１
．
地
域
に
新
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

２
．
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
新
し
い
能
力
の
発

揮
が
で
き
ま
す
。

３
．
健
康
の
保
持
・
増
進
に
な
り
ま
す
。

４
．
社
会
活
動
へ
の
参
画
と
貢
献
が
で
き
ま
す
。

５
．
心
の
安
ら
ぎ
、
充
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

―

あ
な
た
の
参
加
で
楽
し
い
ク
ラ
ブ
を―

（
公
益
社
団
法
人　

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

広
報
誌
「
都
老
連
」
よ
り
）

「
各
ク
ラ
ブ
で
は
平
成
27
年
度
新
入
会
員
を
募
集

中
で
す
。

入
会
さ
れ
る
方
は
、
３
月
中
に
入
会
手
続
き
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
い
き
い
き

元
気
に
暮
ら
そ
う

12

江
戸
川
小
学
校
で
は
、展
覧
会
と
学
芸
会
を
隔
年

で
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、11
月
14
日（
金
）・

15
日（
土
）の
２
日
間
、「
つ
く
り
だ
す
喜
び
・
豊
か
な

心
２
０
１
４
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、展
覧
会
を
行
い
ま

し
た
。

１
〜
４
年
生
は
、平
面
作
品
と
立
体
作
品
を
一
点

ず
つ
、５
・
６
年
生
は
平
面
作
品
一
点
と
立
体
作
品
二

点
、さ
ら
に
家
庭
科
の
裁
縫
と
染
物
を
出
品
し
ま
し

た
。ま
た
、料
理
・
手
芸
ク
ラ
ブ
の
４
〜
５
年
生
は
、

手
作
り
小
物
を
展
示
し
、体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
子
ど

も
達
の
夢
や
の
び
や
か
な
感
性
が
あ
ふ
れ
た
作
品
が

飾
ら
れ
ま
し
た
。ど
れ
も
、迫
力
満
点
で
あ
っ
た
り
、

細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
い
た
り
と
、一
人
一
人
の
思
い

や
個
性
が
伝
わ
っ
て
く
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

二
日
間
で
、延
べ
２
５
４
名
の
保
護
者
・
地
域
関

係
者
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、あ
た
た
か
い
お

言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
会
場
に
入
っ
た
瞬
間
、あ
ま
り
の
素
晴
ら
し
さ
に

鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。こ
れ
が
小
学
生
の
作
っ
た
作

品
な
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。」

「
一
人
一
人
の
作
品
か
ら
、子
ど
も
達
が
大
切
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。」

な
ど
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、保
護
者
・
地

域
関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、子
ど
も
達
は
自
分

の
作
品
と
自
分
自
身
に
誇
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、会
場
の
設
営
や
学
校
内
外
の
飾
り
付
け
、

片
付
け
や
清
掃
ま
で
行
っ
た
５
・
６
年
生
の
自
分
た

ち
が
支
え
る
と
い
う
責
任
感
と
、そ
の
は
つ
ら
つ
と

し
た
姿
が
頼
も
し
く
印
象
的
で
し
た
。江
戸
川
小
学

校
の
子
ど
も
達
一
人
一
人
が
輝
い
た
展
覧
会
と
な
り

ま
し
た
。

江
戸
川
小
学
校
　
展
覧
会



ユ
ニ
カ
ー
ル  
　
輪
投
げ

●

①
2
月
1
日（
日
）

②
３
月
1
日（
日
）

③
３
月
8
日（
日
）

④
４
月
５
日（
日
）

⑤
４
月
19
日（
日
）

①
〜
⑤ 

午
前
10
時
〜
12
時

日

時

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

４
階  

多
目
的
ホ
ー
ル 

会

場

●
申
込
み
・
参
加
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

●

黒
川
孔
晴　
　

℡（
3
2
6
8
）1
7
7
7

問
合
せ

●

わ
せ
だ
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
議
会

主

催

● ス
ポ
ー
ツ
交
流
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

運
動
し
や
す
い
服
装
で
、う
わ
ば
き
を

持
参
く
だ
さ
い
。

● ユ
ニ
カ
ー
ル
は
三
人
１
チ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。

ど
な
た
に
も
で
き
る
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
す
。

初
め
て
の
方
に
は
、指
導
員
が
つ
い
て
ユ
ニ
カ

ー
ル
の
投
げ
方
や
有
利
な
得
点
の
と
り
方
を

お
教
え
し
ま
す
。

子
ど
も
達
に
も
喜
ば
れ
、勉
強
に
も
な
る
地
域
に
よ
る
学
習
支
援

の
企
画
と
し
て
、牛
込
仲
之
小
学
校
は
、２
学
期
に
児
童
が
新
宿
歴
史

博
物
館
の
子
ど
も
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
他
に
も
、年
に
３
回
漢
字
検
定
に
取
り
組
ん
だ
り
、町
会
ご
と

に
火
の
用
心
の
夜
廻
り
を
大
人
と
一
緒
に
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

○「
学
習
支
援
部
」が
指
導
・
協
力

地
域
協
働
学
校
の
中
心
と
な
る
組
織
で
す
。月
一
回
開
催
さ
れ
、地

域
の
町
会
代
表
３
名
、現
・
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
や
、元
校
長
な
ど
が
委
員

と
し
て
、教
育
活
動
の
充
実
や
学
校
運
営
や
学
校
評
価
、学
校
支
援
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

○
地
域
協
働
学
校
運
営
委
員
会

新
宿
区
教
育
委
員
会
は
地

域
協
働
学
校
を
推
進
し
て
い

ま
す
。学
校
の
運
営
に
地
域
・

保
護
者
の
方
・
学
識
者
等
が

参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、地

域
に
信
頼
さ
れ
支
え
ら
れ
る

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、牛
込
仲
之
小
学

校
を
紹
介
し
ま
す
。平
成
25

年
は
準
備
校
と
し
て
、平
成

26
年
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
協
働
学
校
　
牛
込
仲
之
小
学
校

応
募
資
格
・・
榎
町
特
別
出
張
所
管
内
に
在
住
の
方

任　
　

期
・・
3
年

募
集
人
員
・・
13
名

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、新
宿
区
か
ら
指
定
管

理
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た「
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
委
員
会
」が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。つ
き
ま
し
て
は
、左
記
の
と
お
り
委
員
の
一
部

を
公
募
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

管
理
運
営
委
員
の
募
集

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

新
し
い
団
体
登
録
申
請
書
・
会
員
名
簿
・
会
規

約
を
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
事

務
局
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
更
新
方
法

平
成
27
年
4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日

○
新
団
体
登
録
証
有
効
期
限

更
新
手
続
き
が
お
済
で
な
い
場
合
、4
月
1
日

以
降
、登
録
団
体
と
し
て
の
部
屋
利
用
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
の
で
、左
記
に
よ
り
手
続
き
を
お
済

ま
せ
下
さ
い
。

現
在
、ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
登
録
証

（
ピ
ン
ク
）の
有
効
期
限
は
平
成
27
年
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

団
体
登
録
証
更
新
に
つ
い
て

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー



広
報
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
え
の
き
」
文
芸
に
掲
載
す
る
句
を
募

集
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
身
近
に
あ

る
事
柄
を
「
五
・
七
・
五
」
の
句
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。次
号
の
俳
句
の
お
題
は
『
冬

』、川
柳
は
自
由
吟
で
す
。

　

投
稿
は
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
、

俳
句
川
柳
の
別
を
明
記
の
上
、3
月
10
日

（
火
）
ま
で
に
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
事
務

局
迄
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

広
報
誌
「
え
の
き
」
に
関
す
る
ご
意
見

や
お
問
い
合
わ
せ
、
情
報
提
供
も
榎
町

地
域
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下

さ
い
。

　
「
え
の
き
」
の
編
集
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。地
域
の
情
報
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
、
ぜ
ひ
広
報
委
員
と
な
っ
て
広

報
誌
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
「
家
族
の
肖
像
」「
技
の
伝
承
」
の
企
画

記
事
に
登
場
い
た
だ
け
る
方
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
え
の
き
」で
は
、榎
町
地
域
セ
ン
タ

ー
の
登
録
団
体
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
い
た
だ
け
る
団
体
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
募
集
や
活
動
の
様
子
、
連
絡

先
な
ど
、
３
０
０
字
以
内
の
原
稿
を
添

え
て
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

℡（
３
２
０
２
）８
５
８
５

新
宿
区
早
稲
田
町
85

〒
１
６
２-

０
０
４
２

　
（
３
２
０
２
）２
４
７
８

fax

冬の花
◀フクジュソウ（福寿草）
キンポウゲ科の多年草。フレームなど
で促成栽培して正月用として広く出荷
されている。東京近辺では路地植えの
ものの開花は４～５月で園芸品種も多
い。

カンボタン（寒牡丹）▶
ボタンのの変種。冬咲きさせるために

夏咲きの花芽を切除する。ほかに花の

ない季節のため、雪囲いの中に咲く大

輪の花は見応えがある。

目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
春

短
　
歌

短
　
歌

目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
春

俳
　
句

俳
　
句

目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
春

え
の
き
文
芸

え
の
き
文
芸

目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
春

川
　
柳

川
　
柳

い
た
だ
き
し
熊
野
仮
名
筆
初
硯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
も
と
子

年
賀
状
今
年
も
出
せ
た
事
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
瀬
　
イ
チ

伊
勢
神
宮
鶏
鳴
響
く
初
御
空

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
理
君 

印
刷
の
門
松
貼
る
も
世
の
な
ら
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
部 

と
み
子

注
連
太
し
三
百
年
の
仕
込
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口 

あ
き
を

旅
の
朝
富
士
の
ま
ば
ゆ
き
露
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
妙
子

　

手
捻
り
の
酒
器
に
火
の
酒
神
の
留
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
　
進

仰
ぎ
見
る
銀
嶺
の
富
士
神
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
根
下
　
和
子

落
馬
地
蔵
に
子
の
無
事
願
い
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
林
　
知
子

初
詣
青
き
御
空
の
九
段
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
琴
美

幼
子
の
柚
子
湯
に
遊
ぶ
声
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
美
智
子

つ
く
ば
ひ
に
散
紅
葉
浮
く
二
三
片
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
章
子

百
歳
を
目
指
す
夫
婦
の
冬
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
綾

政
党
を
渡
り
歩
い
て
い
る
案
山
子

眼
科
医
に
ウ
イ
ン
ク
病
を
治
さ
れ
る
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三
十
六

羊
雲
照
ら
す
希
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げ
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の
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み
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小
山
　
一
湖

歳
か
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の
あ
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が
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真
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る
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妙
子

人
さ
ま
に
聲
か
け
ら
れ
る
う
ち
が
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
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凡
苦
郎

仲
見
世
は
外
国
人
で
あ
ふ
れ
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た
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は
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れ
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が
鳴
る
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チ

高
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な
り
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身
に
し
み
る

　
　
　
歩
く
我
が
身
の
姿
悲
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
林
　
知
子

世
間
か
ら
先
生
と
聲
掛
け
ら
れ
る

　
　
　
そ
の
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を
知
る
や
楽
し
き
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